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下部 (CRH)-下垂体 (ACTH)一副腎皮質 (コ
ルチゾール)系 (HPA系)の反応と,交感神経一
別胃髄質系の反応が主要なものと考えられている｡
一方,超歯頚その他の研究では,優劣の,組み合
わせのストレスで劣位の方がHPA系の反応が強
いとされている｡本研究のアカゲザルでの結果に
よれば,同居時に劣位サルでHPA系の抑制が生
じており,その機構の一部として,下垂体におい
てACTH分泌が抑制されていることが示唆された｡
また,血中テストステロンの比 (絶対値ではなく
て)が優劣と関係していることから.ストレス反
応には,血中テストステロンと各個体の経験や適
伝が総合的に関わっていることが考えられる｡
計画11-1
蛍光 insitu ハイブリダイゼーション法によ
る霊長類の核型進化モデルの検討
数藤由美子 (東京大学大学院･理学系研究科)
高等霊長類における核型進化%.新たな分子細
胞遡伝学的方法を用いて調べることを目的とした｡
進化の過程における染色体再配列を調べるため
に,ヒト第6番染色体のコスミド･クロTン21個
と主要組織適合抗原系の3遺伝子 (HLA-B.-DQ,
補体成分C4)をプローブとした2色棲誠の蛍光
insitu ハイブリダイゼーション (FISH)法に
より,高等霊長類5種聞 くヒト,チンパンジー .
マントヒヒ,カニクイザル,グリベットモンキー)
で比較マッピングおよびクローンの配列低序決定
を行った｡
その結果.ヒトとチンパンジーの間ではクロー
ンの配列頓序が完全に一致し,両者の高い近縁性
を裏づけた｡同様な傾向はヒヒとマカクとの間で
もみられた｡また主要組織適合抗原系の3退伝子
の配列順序は,ヒト･チンパンジー と,ヒヒ･マ
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